
『みんなが主役､きばっど、安心安全なまち飯野』
　地域の皆様、新年明けましておめでとうございます。
輝かしい新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。
旧年中におきましては、まちづくり協議会の事業にご参加、
ご協力賜りまして誠に有難う御座いました。
本年も皆様のご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

　年頭に先立ちまして“飯野まちづくり協議会”の主な活動を
紹介させて頂きます。
協議会全体：防災訓練、県防災訓練（飯野、加久藤まち協）
地域事業部会：親睦グラウンドゴルフ大会、いいのんほぜまつい
飯野っ子部会：子ども食堂（スマイル食堂）年３回
福祉文化部会：体力測定、百歳体操支援
ほか各部会：講演、田植え・稲刈り体験支援、福祉推進委員会など。
　この様な事業を、より良いものにするため、各部会長を中心に熱心に協議を重ね、
地域の皆様に喜んで貰えるように努力しております。
　
　第２回目の“いいのんほぜまつい”は、雨になり、ご来場の皆様には大変残念な結
果となりました。本会でも、通常の進行予定より若干の変更もありましたが、トラブ
ルも最小限に抑えられ、２回目でこの様な経験をしたことは大変貴重な事で、今後は
雨天時の進行手順も定め、より円滑な運営に努めたいと思います。
　また、民生委員の方々にも格別の動員を頂きまして誠に有難う御座いました。

　次に、まちづくり協議会ボランティア調理担当の皆さんを紹介します。
常に裏方の仕事で表に出る事はありませんが、上記活動の殆んどにご尽力頂いており
ます。
“子ども食堂”ではカレーを、“ほぜまつい”では豚汁、おにぎりなど、絶品料理に
腕を振るって頂きまして、誠に有難う御座いました。心から感謝申し上げます。
これらの事業には飯野高校の生徒さんもボランティアとして協力頂いております。
ボランティアの皆様の貢献なくして本会の事業は成り立ちません。本年も宜しくお願
い申し上げます。

　本会では部会長、副部会長を中心に事業を展開して参りました。
今後、直面する課題、問題点は、その都度協議し解決策を見い出しながら充実したま
ちづくり協議会を築き上げていきたいと思います。
　本年も『みんなが主役“きばっど”安心安全なまち飯野』をテーマに明るいまちづ
くりを目指し、「まちづくり協議会が出来て本当によかった」と、皆様に思って貰え
るように努力して参ります。
　最後に、本年が皆様にとりまして、健康で明るく楽しい一年であることをご祈念申
し上げまして新年のご挨拶とさせていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯野まちづくり協議会会長　地主俊英
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　杉水流自治会と南原田自治会では、こんにゃく作りを実施しました。

　めがね橋会（堀浦、上大河平、下大河平、杉水流、五日市、東原田自治会）では、

快晴の下グラウンドゴルフ大会を実施しました。
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　各自治会が実施した事業を紹介します。

麓自治会　そば打ち（１１月２９日）

麓自治会　親子レクリエーション（１１月２９日）

上原田自治会　郷土料理教室（１１月３０日）

上大河平自治会　大河平様墓清掃（１２月６日）

各地区の事業紹介



町・片馬場自治会　料理教室（１２月７日）

堀浦自治会　花壇作り（１２月１３日）

上大河平自治会　しめ縄作り、大河平山清掃、例祭、直会（１２月１４日）

五日市自治会　子ども餅つき大会（１２月１４日）



麓自治会　料理教室（１２月１７日）

堀浦自治会　そば打ち（１２月２１日）

花の寄せ植え

堀浦・坂元・駅前・南原田自治会

駅前自治会
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坂元・中原田・高野自治会　　餅つき大会

坂元・山内自治会　　門松つくり

　えびの市自治会連

合会は、視察研修で

鹿児島県薩摩川内市

にある『柳山ウイン

ドファーム風力発電

所』に行きました。

　ここの発電所には、

出力２，３００Ｋｗ

の風車が全部で１２

基あるとのことです。

　えびの市にも風力

発電所の開所計画があると説明していただきました。
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　高野自治会は、阿蘇の震災ミュージアム「ＫＩＯＫＵ」の研修を行いました。

活断層の状況や東海大学阿蘇キャンパス旧１号館の被災状況を見学し地震のすごさ

を感じていました。

　東原田自治会と苧畑自治会は、薩摩川内市にある川内原子力発電所の研修を行い

ました。

　展示館で、原子力発電所の仕組みや安全対策について説明を受けました。

　ＪＡえびの市青年部から、

市内で子ども食堂等を実施

している団体に、稲刈り体

験学習で収穫した米の提供

がありました。

　青年部の代表は「子ども

食堂等を通じて、子どもた

ちにおいしいえびの米を食

べてほしい」と言っていま

した。
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